
実施年度：令和 6年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和６年８月２４日(土) 

事業名 ちばアカデミア講座２ 

趣 旨 

県内外の国立研究機関・大学・文化施設・各種団体等と連携し、県民に最先端科学技

術・経済・文化・教育・環境・健康・安全・食生活等の情報を提供することで、県民の生涯

学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 大研修室 

対 象 どなたでも 

申込方法 来所、電話またはWeb申込 

募集定員 ６０名 募集期間 令和６年６月２日から令和６年８月１７日 

参加者数 

１４２名 対面６０名、オンライン２２名、 

サテライト配信６０名 

※サテライト会場は実施内容に記載 

参加費用 無料 

講師 等 
渋沢史料館 

 館長  桑原 功一 氏 

実施内容 

内容：「渋沢栄一から学ぶ ～激動する社会の生き方～」 

日程：午後１時５５分～午後２時 オリエンテーション 

    午後２時～午後３時５０分 講演 

    午後３時５０分～午後４時 質疑応答、アンケート記入、閉演 

 

   

会場の様子             桑原講師 

※サテライト会場（８施設）・・・旭市民会館、一宮町中央公民館、千葉県立東部図書館、 

佐倉市立弥冨公民館、千葉市草野公民館、犢橋公民館、 

都賀公民館、椿森公民館 

参加者 

アンケート 

【満足度１００％】 

〇日本の近代史や論語も内容に触れていて興味深い話だった。 

〇栄一についての詳細なエピソードを交えた講演は大変感銘を受けた。大河ドラマと重

ね合わせて連想でき、理解に役立った。 

〇福祉、教育の分野にも切り込んだ活動をしていたことを知れてよかった。 



〇渋沢栄一が現在で考えてもかなり先進的な事を多数やっていたことがよく分かった。 

〇明確な理念を持ちその実現に向けて活動する事の重要性が理解できた。 

〇企業活動についてはＴＶ等で知っているが、会社と福祉事業がうまくいっていた事も

知れてよかった。養育院の事は知っていたが、あまりピンとしなかったが今回の講演を

聞いてよくわかった。 

○福祉事業、教育事業、民間外交どれをとっても素晴らしい取り組みだと感じた。現代

に生きる我々も大いに見習うべきと思う。 

〇とても詳しくいいのだが、２～３回に分けた方がいいと思った。詳しすぎるのでもう少し

簡単な説明が必要と思った。難しすぎた。 

○資料として先生が示された写真も欲しかった。 

○講師資料はレジュメではなく、パワーポイントで映している資料が欲しい。 

 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「県民の生涯学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。」につ

いては、新札となった渋沢栄一の生き方や社会に寄与した姿を講師の先生からたくさ

んのエピソードと結び付けてわかりやすく講演いただいたことにより大きく貢献できたと

考える。 

・受講方法については、オンライン配信での受講、サテライト配信の協力を広く行うことが

できた。前回よりも多数の申込みがあり、県民の生涯学習の機会の提供に寄与できた

と考える。 

・課題となっていたオンライン配信については、機材の新設や動作確認を何度も行うこと

で映像や音声を鮮明に届けることができた。オンラインに関する否定的な意見もなかっ

た。予備機はある程度用意しておくと安心できる。 

 

【課題・今後の方向性】 

・申込みが多数あったことで、会場を変更したが、参加者への周知の仕方を再検討する

必要がある。今回当所ホームページにてお知らせをしたが、それで良かったのかを課内

で検討していきたい。 

 

 


